
　テーマ　学悠館で強みを磨き、無限の可能性と輝く未来を創造する。

本年度の具体的方策 評価指標 次年度以降への改善策

アンケートや巡回指導での生徒観察と声かけを実施し、生
徒との関係構築を図りながら問題行動等の未然防止を図
る。

生徒アンケートの安全・安心な学校生活に関する項目の
評価が、昨年度より上がったＡ、昨年度と同程度であった
Ｂ、下がったＣ　〔昨年度：４件法 2.97〕

B
４件法

2.97

巡回指導の成果と必要性、目的について、教職員の理解を
得ながら巡回指導と声がけを実施する。また、いじめ防止教
育を他部と連携し多角的に実施していく。

検温・消毒・校内美化の方法を工夫することにより、生徒
個々の責任ある行動を促し、感染症対策に対する意識を高
める。

アンケートで感染症対策に関する肯定的評価の割合が、
増加A、変化せずＢ、減少C　〔昨年度：43.0％〕

A
46.0％

コロナウイルス感染症に対して気をつけて生活することがで
きた、と答える生徒数が増えた。消毒液の消費量が増え、
検温も習慣化している。継続して実施していく。

新学習指導要領への移行に向けて、実践的な教員研修等
を通して、評価の客観性を担保する仕組みを整理し、学習
評価に関する知見を深め、共有する。

評価の客観性を担保する仕組みを整理し、評価に関する
知見の深化・共有を進めたＡ、仕組みの整理と知見の共
有のいずれかを進めたＢ、どちらも進まなかったＣ

B
学習計画書の様式の整理、観点別評価に関する研修、学
習部からの各教科への働きかけを行ったが、来年度も試行
錯誤しながら、情報共有や実践との往還を図っていく。

生徒の自己指導能力を高め、学びに向かう態度の育成を
図ることなどにより、授業の出席率の向上を目指す。

授業出席率８割超の生徒の割合が、例年よりも高いＡ、例
年並みＢ、例年よりも低いＣ　〔過去３年間平均46.6％〕

B
48.6％

例年並みだったが、コロナ等外部要因の影響が大きく、分
析が難しい。全体（年度当初指導・講話）と個（１/５指導）の
両方で自己調整に向けたはたらきかけを続けていく。

履修の手引き（新旧教育課程合冊版）及び科目配置表（移
行期間版）を作成し、生徒の進路希望に応じた履修指導の
充実を図る。

履修指導に関する生徒アンケートを実施し、進路を意識
した履修計画が作成できたという生徒の割合が、60％以
上A、60％未満50％以上B、50％未満C
　〔昨年度：87.6％〕

A
89.6％

新課程移行期間中であり、在籍生徒の履修修得状況を反
映させた、科目配置の修正を検討する。

「総合的な探究・学習の時間」の効果的活用、「キャリアパス
ポート」等への取り組み、外部リソースの活用などを通して、
生徒の主体的なキャリア発達・進路実現をサポートする。

進路未定者の割合が、卒業者の12％以下Ａ、12％超
18％未満Ｂ、18％以上Ｃ　〔過去5年間の平均14.9%〕

B
17.4％

それぞれの特性に応じた、キャリア発達・進路実現を達成
するべく、個に応じた進路指導体制をシステム化することを
模索する。

『学校案内』の作成やHPの更新を通して、地域の方々や受
検希望者に向けて学悠館の魅力や強みを情報発信する。

学悠館の魅力や強みを意識した『学校案内』の作成やHP
の更新が、できたＡ、おおむねできたＢ、不十分であった
Ｃ

B
HPの原案作成についての手引き(起案の方法や写真の撮り
方等)の作成または研修会の実施により、各部等に原案作
成をお願いし、HPによる情報発信の数を増やす。

『学悠館だより』やＨＰ等を通して、学校の状況やＰＴＡの活
動を精力的に保護者に伝える。

保護者アンケートにおいて、保護者への情報提供に関す
る肯定的評価の割合が、60％以上Ａ、60％未満50％以
上Ｂ、50％未満Ｃ　 〔昨年度：91.8％〕

A
89.3％

『学悠館だより』やＨＰを通し、積極的な情報発信を継続す
る。アンケートで低評価の項目については改善に努め、本
校の取組をより一層保護者に周知する。

インターンシップ、ジョブシャドウイング、看護体験、介護体
験、寺子屋みらい、体験学習などを通して、地域との連携を
推進し、生徒が協働する意識の醸成を図る。

参加者数の合計が、昨年度を上回ったＡ、同程度Ｂ、下
回ったＣ　〔昨年度の参加者数の合計66名（ふれあい看
護6名／介護体験７名／寺子屋みらい53名）〕

B
61名

本年度に引き続き、個に対応したインターンシップを推進
し、地域との連携・協働のなかで、就業意識の向上を目指
す。

部活動や学校行事に主体的に参加させることにより、生徒
自身のさらなる心身の成長に繋げる。

生徒アンケートを実施し、部活動や学校行事において自
分の心身の成長が十分図れたと答えた生徒の割合が、
60%以上Ａ、60％未満50％以上Ｂ、50％未満Ｃ
 〔昨年度：87.8％〕

A
87.5％

部活動の大会や学校行事のほとんどが計画通り開催され、日々練
習や準備していた生徒は参加し経験することができた。大変な状況
の中でも計画的に活動しさらなる心身の育成に繋がるよう努める。

毎月発行の『ほけんだより』や各種配布物・掲示物を通して
保健指導を行い、生徒の健康に関する意識の高揚を図る。

生徒アンケートを実施し、健康に留意したと答えた生徒の
割合が、70％以上A、70％未満50％以上B、50％未満C
〔昨年度：79.0％〕

A
82.0％

健康診断の受診率も上がっているため、引き続き「ほけんだ
より」等で生徒の意識の高揚を図っていく。

ＬＨＲや学校行事など、多様な価値観を尊重して他者と協
同する機会を多く設定し、良好な人間関係が構築できるよう
に導く。

生徒アンケートを実施し、協同的な活動を通して豊かな人
間性が身についたと答えた生徒の割合が、60％以上A、
60％未満50％以上B、50％未満C　〔昨年度：90.4％〕

A
89.9％

本年度コロナ禍でも工夫して行事を実施できたことで、他者
と協同する機会を確保できた。今後も生徒が共に活動でき
る機会を設定していく。

教員研修、生徒情報交換会、SCとの連携等を通して、個々
の生徒が抱える課題について理解を深め、組織的な支援
体制を強化する。

課題の解決に向けた支援によって、組織的に支援ができ
成果が上がったＡ、組織的に支援ができたＢ、不十分で
あったＣ

A
生徒情報交換会の開催やSCとの連携に加え、ケース会議
の開催や外部機関との連携により、組織的に支援すること
ができた。次年度はさらに支援体制を強化していく。

進路を意識した履修計画を作成す
るなど、生徒の実態に応じた取組が
展開されている。生徒一人ひとりの
特長を把握し、その強みを伸ばして
進路実現を図ってほしい。

努力点
学校自己評価

学校関係者評価

安全・安心な
学校生活の提供

コロナ対策に関する評価が昨年度
を上回っている。対策が明解に構造
化され、生徒・保護者がこの親身な
対応を実感できているからではない
か。引き続き安全な・安心な学校生
活を全力で提供してほしい。

豊かな人間性・社
会性の育成

困難を抱える生徒に対して、組織的
に丁寧にサポートしている。良好な
人間関係を構築できるように引き続
き努めてほしい。協同することを通し
て、対人面での自信や社会的なス
キルを身につけていける。

評価結果

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ａ

Ｂ

Ａ

主体的・対話的
な深い学びの研
究と実践

生徒一人ひとりに対する指導の充
実を図ってほしい。一方、「主体的・
対話的な深い学び」を推進するにあ
たっては、校内研修や情報の共有
などに努めて実践してほしい。

キャリア発達・
進路実現を促す
活動

開かれた学校、地
域との連携・協働

心身の健やかな成
長

『学校案内』や学校ホームページ
で、積極的に情報発信が行われて
いる。これを通じて、学悠館高校の
教育活動に理解を深めている方の
多いことがわかる。さらに、インター
ンシップ等の推進によって、生徒の
就業意識が向上するように期待す
る。

コロナ禍の中、なかなか思うようにい
かない面もあると思うが、活動を工
夫して行っていることがわかる。学校
行事や部活動を通して、心身の成
長につなげてほしい。中でも、メンタ
ル面での支援の充実にいっそう力を
注いでほしい。

栃木県立学悠館高等学校学校評価表 令和３（2021）年度

本年度の目指す生徒の姿
○夢や希望を抱いて未来を描き、その実現にチャレンジする生徒

○自分の能力に気づき、主体的・自律的な学びに真摯に取り組む生徒

○多様な価値観を尊重して他者と協同し、共に成長する生徒

取組の視点
○よりよく生きるための基盤となる健やかな心と身体を育てる。

○生徒の強みや可能性を引き出し、主体的・自律的な行動につなげる。

○仲間との信頼関係を築き、協力できる豊かな感性を育てる。

○選択と集中を意識して、効率的な教育活動を進める。

定時制課程


